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自
治
会
連
合
会
で
は
Ｈ
Ｐ
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

連
合
会
・
地
区
活
動
を
掲
載
し
、

市
の
補
助
金
な
ど
の
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
情
報
発
信
及
び

交
流
の
場
の
１
つ
と
し
て
、
よ
り
効

率
的
・
効
果
的
な
運
営
を
し
て
い
き

ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
の
か
？
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

か
？
を
感
じ
て
、「
顔
の
見
え
な
い
関
係
」
が

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

自
治
会
が
よ
り
自
立
的
に
発
展
し
て
い
く

に
は
、
行
政
と
自
治
会
が
二
人
三
脚
で
進
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
行
政
側
も
、
自

治
会
の
役
割
、
必
要
性
に
つ
い
て
市
民
へ
の

Ｐ
Ｒ
の
強
化
な
ど
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

自
然
災
害
列
島
日
本
と
は
い
え
、
最
近
は
異

常
で
す
。
大
規
模
災
害
な
ど
で
一
番
身
近
な
味

方
と
な
る
自
主
防
災
組
織
が
自
治
会
で
す
。
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
に
は
、
自
助
・
近

助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
が
重
要
で
す
。
自
治

会
連
合
会
で
は
、
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
推
進
、
防
災
フ
ァ
イ
ル
の
活
用
に
よ

り
前
進
し
ま
し
た
。

一
方
、
社
会
的
構
造
の
変
化
や
価
値
観
の

多
様
化
な
ど
が
自
治
会
加
入
率
の
低
下
、
役

員
の
担
い
手
不
足
、
高
齢
化
な
ど
様
々
な
課

題
を
生
み
だ
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
50
世

帯
未
満
の
単
位
自
治
会
が
約
20
％
あ
り
、
そ

の
運
営
の
困
難
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

自
治
会
は
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
で
あ
り
、

住
民
の
声
を
吸
い
上
げ
て
意
見
を
伝
え
る（
例

え
ば
市
政
懇
談
会
等
）
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
く
こ
と
で
、
防
犯
・
防
災
・
福
祉
な
ど
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
お
互
い
を
知
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
必
要
で
す
。

本
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
3
カ
月
経
過
し

ま
し
た
。
新
任
の
自
治
会
長
さ
ん
（
会
長
の

私
も
同
様
で
す
）
に
と
っ
て
は
、
初
体
験
の

こ
と
も
従
来
ど
お
り
の
内
容
を
要
求
さ
れ
ま

す
の
で
、
大
変
で
す
が
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

「
す
べ
て
の
道
は
ロ
ー
マ≪

磐
田≫

に
通

ず
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
方
法
・
手
段
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
目
的
は
同
じ
で
す
。

近
年
、
防
犯
・
防
災
・
福
祉
・
環
境
対
策
な

ど
課
題
が
山
積
し
、
多
様
化
す
る
だ
け
に
、
よ

り
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

自
治
会
活
動
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
磐
田

市
で
も
、
今
年
度
か
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
（
従
来

の
公
民
館
な
ど
）
を
中
心
に
「
地
域
づ
く
り
組

織
」
が
各
地
区
で
発
足
し
、
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
多
く
の
人
た
ち
の
参
加
・
協
力
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
際
、
是
非
、
役
員
を
体
験
し
て
、
こ

ん
な
に
地
域
住
民
の
た
め
と
な
る
役
が
あ
っ

自治会連合会長

神谷 五郎

 収　入
費　　目 収入額（円）

会　　　 費 1,690,000

交　 付　 金 11,961,400

負　 担　 金 565,200

前年度繰越金 746,328

雑　 収　 入 343

合　　　 計 14,963,271

 収　入
費　　目 予算額（円）

会 　 　 費 1,700,000

交　 付　 金 12,460,000

負　 担　 金 687,000

前年度繰越金 549,145

雑　 収　 入 855

合 　 　 計 15,397,000

 支　出
費　　目 予算額（円）

会　 議　 費 600,000

事　 務　 費 2,802,000

助 成 費 7,360,000

視察研修費 1,080,000

事業部活動費 3,255,000

負　 担　 金 200,000

予　 備　 費 100,000

合 　 　 計 15,397,000

 支　出
費　　目 支出額（円）

会　 議　 費 499,769

事　 務　 費 2,533,340

助 成 費 7,060,000

視 察 研 修 費 968,062

事業部活動費 3,189,955

負　 担　 金 163,000

予　 備　 費 0

合　　　 計 14,414,126

平
成　

年
度

事
業
・
収
支
報
告

26

平
成　

年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算

27
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

＜ 平成 26 年度 収支報告 ＞

＜ 平成27年度 予算 ＞

【
27
年
度
事
業
計
画
】

「
安
全
・
安
心
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
推
進
す
る
」
を
基
本
方
針
に
、
次

の
10
項
目
に
取
り
組
み
ま
す
。

１ 

市
政
へ
の
関
心
を
深
め
、

 

市
民
の
声
を
市
政
へ
反
映
さ
せ
る

	

市
政
懇
談
会
、
市
三
役
及
び
市
議
会

	

と
の
懇
談
会
等
の
開
催

２ 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

	

交
通
安
全
連
合
会
等
と
の
連
携
、

	
地
区
防
犯
組
織
へ
の
活
動
支
援
、

	
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
大
会

３ 
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

 

家
庭
防
災
の
日
の
推
進
、

	

自
主
防
災
組
織
の
強
化

４ 

地
区
自
治
会
活
動
の
推
進

　

	

地
域
づ
く
り
組
織
へ
の
取
組

５ 

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進

 

自
治
会
長
情
報
懇
談
会
の
開
催

６ 

環
境
美
化
の
推
進

 

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
、
環
境
美
化
活
動

7 

広
報
活
動

	

連
合
会
だ
よ
り
の
発
行
、

	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

8 

役
員
及
び
会
員
の
資
質
向
上

 

役
員
視
察
研
修
、

	

自
治
会
長
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

9 

自
治
会
課
題
の
解
決
及
び

 

組
織
見
直
し
に
向
け
た
取
り
組
み

 

組
織
検
討
委
員
会
に
よ
る
検
討

10 

協
力
事
業

	

地
域
福
祉
や
青
少
年
健
全
育
成
、

	

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
等
へ
の
協
力
、

	

津
波
対
策
事
業
基
金
へ
の
募
金

今
年
度
か
ら
、
各
地
域
で
は
地
域
づ
く
り
組

織
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
会
連
合
会
で

は
、
さ
ら
に
地
域
力
の
向
上
を
推
進
し
て
い
く

た
め
、
各
種
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

▲ 自治会連合会総会の様子

〜 31 地区・304 自治会の力の結集で安全安心のまちづくりに努めています 〜

市
内
に
は
31
の
地
区
自
治
会

が
あ
り
ま
す
。
小
学
校
区
や
昭

和
初
期
の
旧
村
な
ど
を
エ
リ
ア

に
、
複
数
の
自
治
会
で
組
織
さ

れ
て
い
ま
す
。

１
つ
の
自
治
会
で
は
対
応
困

難
な
課
題
に
広
域
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
効
率
化
や
負
担
軽
減
を

図
っ
た
り
、
自
治
会
同
士
の
連
絡

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
区
長
は
、
自
治
会
連
合
会

の
方
針
や
市
の
事
業
な
ど
に
つ

い
て
、
自
治
会
長
へ
連
絡
や
報

告
を
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
課
題
を
取
り
ま
と
め
て
、

要
望
す
る
な
ど
、
地
域
と
行
政

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

ま
た
自
治
会
連
合
会
の
理
事

と
し
て
、
事
業
運
営
に
も
参
画

し
て
い
ま
す
。

※
次
頁
で
地
区
長
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

地
区
長
の
役
割

4
月
11
日
（
土
）
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
で

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
事
業

報
告
・
決
算
、
規
約
の
改
正
、
新
役
員
、
平

成
27
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
等
は
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
磐
田
市
合
併
10
周
年
の
記
念
の

年
で
す
。
磐
田
市
自
治
会
連
合
会
も
誕
生
し

て
10
年
に
な
り
ま
す
。

総
会
開
会
前
に
は
、
磐
田
市
が
制
定
し
た

市
歌
を
平
尾
亮
子
さ
ん
に
歌
っ
て
い
た
だ

き
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
総
会
を
も
っ
て
、
8
年
間

連
合
会
長
を
務
め
ら
れ
た
杉
田
友
司
さ
ん
が

退
任
さ
れ
、
神
谷
五
郎
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
ま
し
た
。

6
月
7
日
（
日
）
の
「
環
境
美
化
の
日
」
に

市
内
全
域
で
、
環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
福
田
支
部
で
は
、「
河
川
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
」

と
銘
打
っ
て
、

河
川
美
化
活
動

を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
、

昨
年
を
上
回
る

約
1
4
0
0

名
の
市
民
が
参

加
し
、
1.6
ｔ
の

ご
み
を
収
集
し

ま
し
た
。

市
内
一
斉
環
境
美
化
活
動http://www.iwatashi-jichikai.jp/

磐田市自治会連合会 検索

自治会連合会ＨＰの紹介

　 

自
治
会
の
い
ま

平
成
27
年
度
　
総 

会 

報 

告

磐田市自治会連合会
組織図

会　　長

副会長（支部長）

理事（地区長）

304自治会



「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ

く
り
」
豊
岡
は
こ
の
4
月

か
ら
一
中
学
校
、
二
小
学

校
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
の

豊
岡
総
合
セ
ン
タ
ー
の
多

く
の
機
能
を
取
り
入
れ
た

複
合
施
設
と
し
て（
仮
称
）

豊
岡
総
合
会
館
も
起
工
式

が
行
わ
れ
、
年
度
末
に
完

成
と
い
う
豊
岡
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
へ
の
準
備
の
年

で
す
。
自
治
会
連
合
会
と
地
域
に
あ
る
関
係
諸
団
体
と

「
安
全
安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
様
々

な
課
題
解
決
に
向
け
、
本
年
か
ら
効
率
的
連
携
・
協
力

が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
役
員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合
併
10
周
年
を
迎
え
、

磐
田
支
部
で
も
い
ろ
い
ろ

な
課
題
が
出
て
き
ま
し
た
。

13
の
地
区
そ
し
て
、
1
4
2

の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
特
に
少
子
高
齢
化

の
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て

い
ま
す
。
高
齢
化
率
が
30
％

を
超
え
て
い
る
自
治
会
は
、
40
以
上
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
自
治
会
運
営
や
会
員
の
減
少
が
、
ま
だ
ま
だ
高

齢
化
で
続
い
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
10
年
後
を
見
据

え
た
自
治
会
活
動
を
今
か
ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
将
来
を
見
越
し
て
具
体
的
な
準
備
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

見付地区長
鈴木 誠

中泉地区長
小柳 貴臣 

西貝地区長
中村 和良 

天竜地区長
臼井 顯

北地区長
藤田 允

東地区長
根本邦雄

今之浦地区長
樋口 榮造

於保地区長
寺田 和弘

井通地区長
足立 佳津雄 

大藤地区長
岩本 佳光

岩田地区長
青島 浄

田原地区長
元場 千博

御厨地区長
鈴木 延男

向笠地区長
戸田 早苗

南御厨地区長
藤原 孝一

池田地区長
兼子 孝宏

富岡地区長
島岡 信生

豊田東地区長
伊井 正武

青城地区長
大澤 房男

南地区長
石川 好三

北地区長
深田 研典

中島地区長
山本 英勝

福田南地区長
星野 秀次郎

東地区長
小木 秀市

西部地区長
入澤 哲治

福田東地区長
寺田 一秀

福田西地区長
白井幹廣

豊浜地区長
伊藤 富次夫

北部地区長
寺田 一雄

●
磐
田
支
部

●
竜
洋
支
部

●
豊
岡
支
部

支
部
長
　
水
野 

勲

支
部
長（
西
地
区
長
）

府
川 

光
利

●
福
田
支
部

支
部
長
　
杉
浦 

聖

●
豊
田
支
部

支
部
長
　
村
上 

勇
夫

支
部
長
　
仲
川 

勝
彦

長野地区長
石川 和典

世
の
中
は
少
子
高
齢
化
に
な
り
ま
し
た
。
学
校
教

育
も
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
自
治
会
が
担
う
役
割

も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
防
災
、
防
犯
、
福
祉
、

文
化
、
青
少
年
健
全
育
成
、
交
通
安
全
な
ど
全
て
地

域
の
皆
さ
ん
の
総
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
に
地
域
で
育
て
る

学
校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
と
し
、
学
校
行

事
へ
の
参
加
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
で
の
育
成
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
連
合
会
執
行
部
で
、
微
力
で
す
が
努
力
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会
運
営
は
、
年
々

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
加
入
率
の
低
下

や
住
民
の
価
値
観
の
多

様
化
、
高
齢
者
世
帯
の

増
加
、
役
員
の
な
り
手

不
足
に
加
え
、
防
災
や

防
犯
、
地
域
福
祉
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
自

治
会
運
営
を
難
し
い
も

の
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、

一
朝
一
夕
に
解
決
で
き

る
も
の
で
な
く
、
単
位

自
治
会
だ
け
の
努
力
で

解
決
で
き
る
課
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
会

連
合
会
と
し
て
、
単
位

自
治
会
と
連
携
し
な
が

ら
組
織
的
に
取
り
組
む

中
で
、
一
歩
ず
つ
前
進

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

生
活
環
境
の
変
化
で
地

域
へ
の
帰
属
意
識
の
変
動
も

著
し
い
反
面
、
人
々
の
安
全

で
安
心
な
住
み
易
い
環
境
で

の
生
活
願
望
は
不
変
で
す
。

こ
の
実
現
に
は
防
災
、防
犯
、

福
祉
、
青
少
年
健
全
育
成
等

の
充
実
し
た
自
治
会
活
動
が

必
要
で
す
。
高
齢
化
や
役
員

の
な
り
手
不
足
、
旧
態
依
然

の
体
制
等
で
自
治
会
活
動
が

低
迷
す
る
こ
と
は
避
け
た
い

で
す
。
住
み
易
い
環
境
は
自

分
た
ち
が
作
り
上
げ
る
も
の

と
考
え
ま
す
。
次
世
代
の
人

た
ち
に
誇
り
を
持
っ
て
引
き

継
げ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
皆

様
に
も
積
極
的
な
参
加
と
協

力
、
ご
支
援
を
心
か
ら
願
っ

て
お
り
ま
す
。

各
地
域
の
取
り
ま
と
め
役

　
　
　
　

を
紹
介
し
ま
す


